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研究者にとって、研究費の獲得は死活問題。「お金を取ってくるのが教授の仕事」とまで言

われるくらいです。しかし実際は、研究資金の種類が多様化したり、研究分野が学際化した

りして、自分の研究を説明しにくいのが現状です。 

そこで大事になってくるのが、自分の研究の「見せ方（アピールの仕方）」です。本書では

「なぜこの研究テーマが通らないのか」「よさが伝わらないのか」など、研究者のつぶやきを

直に聞いてきた記者が、マスコミを含む異分野への情報発信やコミュニケーションのノウハ

ウを初公開。マスコミの特性（弱点を含む）やプレスリリースのポイントも説明しています。

研究者、コーディネーターや広報担当者の方にお役立ていただけると思います。 
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